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１はじめに
また，文部科学省中央教育審議会（中間まと

め）2004年10月29日「子どもを取り巻く環境の変

化を踏まえた今後の幼児教育の在り方について」

第１章『子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた

今後の幼児教育の方向性」のなかに保育者の幼児

教育を実践する上で必要となる力璽，専門職とし

ての資質を問われている．実際問題として日頃の

保育を考えてみたとき，環境の構成はこれでいい

のか，幼児の実態に合っているのかなどと保育を

振り返ることの重要性を感じた．生きる力を育む

保育を展望して接続期の充実を図るため，幼児が

遊びのなかから何を学び，成長するのか，また，

そのための保育者自身の保育のあり方について研

究を進めてきた．

グローバル化，国際化，情報化社会といわれる

こ'の現代，幼児に求められている力の一つに自ら

課題を見つけ，解決する力「生きる力」がある．

本園では自主選択活動を中心に保育を展開してい

る．幼児は自分たちでやってみたいと思う遊びに

取り組み，納得のいくまで試行錯誤している．そ

のような活動のなかで幼児は「生きる力」の土台

を築いている．

本園では平成15年度から「遊びのなかの学びを

再考する」をテーマに研究を重ねてきた．幼稚園

教育要領や本園の年間指導計画のもと，遊びのな

車熊本大学教育学部附属幼稚園
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遊びのなかの学びを再考する

２研究主題について

(1)主題のとらえ

幼稚園教育要領解説では『幼児期の生活のほと

んどは遊びによって占められている。この遊びの

本質は対象に夢中になり時の経つのも忘れてかか

わり，そのものを楽しむことにある。遊ぶこと自

体が目的である。幼児の遊びには幼児の成長や発

達にとって重要な体験が多く含まれる｡』と記述

されている。

そこで，本園では「遊び」について次のように

とらえる。

｡それを行うことそのものが自己目的である。

｡幼児が心のなかの知的世界に何か変化を起こ

し（心的変容）その変容から安定を得て新し

い価値の発見をすること。
」

本園の保育は自主選択活動を基本としている。

このなかで子ども達は信頼感。自立心・自律心。

有能感を培いながら成長していく。子ども達自身

が自発的。能動的に環境にかかわりながら自分の

世界を広げ充実感をもつ。そして更に，就学前に

は子ども達は，大勢の友達とかかわりながら同じ

目的に向かって取り組めるようになり，協力的で

協調的な心情や意欲，態度，などを培う。

本園で幼児にとって遊びのなかで学ぶことは

子ども自身が主体的に生きていくための大切

な学びであり，これから成長していく上での礎

となる。幼児は様々な遊びのなかで，試行錯誤

をくり返し，保育者の援助を受けながらある発

見をして一定の納得をしていく過程。
l雲

と考える。このような意味で本園の園生活のな

かでは「遊びのなかに学びがある」と考える。

(2)これまでの研究から

これまでの研究サブテーマは下図の通りである．

Ｈ１５．１６年度は「幼小の連携」を見据えて学び

のつながりについて研究してきた。Ｈ17年度から

それまでの研究の成果や課題点を明らかにし子ど

も達の遊びの姿を追いながら遊びのなかの学びに

ついてカンファレンスを重ねてきた。Ｈ17年度３

月に現行の「教育課程」の試案を作成し』本年度

は実践のなかで検証した。そのなかで『幼児一人

一人の「遊びのなかの学び」にはその子の自分の

課題（目的，目標）があり，それを解決するため

０－期ナブテーマ ー ｝
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平成『Ｓ年度も

：自己課題に若目して

の発見や納得をするために試行錯誤を繰り返して

いる｡』ことに気付き，私達は『課題を解決する

過程のなかにも多くの学びがあると考える｡』に

至った。幼児一人一人の（自己）課題を保育者が

知ることによって解決のためのよりよい援助や支

援を行うことができると考えるのである。

Ｈ18年度は幼児－L人一人の「自己課題」に着目
して豊かな学びのある保育のありかたを追求して

いこうと考えた。

(3)「自己課題」とは

本年度は「自己課題」に着目し，実践を重ねて

いくことにした。

「自己課題」とは子ども達が遊びのなかで「こ

れをしたい。これをしよう。やってみたいな｡」

と対象に能動的に働きかけながら好奇心や探求心

をもって納得を得ようとすること。また，友達と

のかかわりのなかで試行錯誤しながら取り組み，

お互いに学びを得ること。

ととらえた。言い換えれば，『意欲』『欲求』

『自己目的』ともとらえられる。それに加えて，

今の自分の遊びをよりよい方向へ向かわせようと

するプラスの感情をもって取り組もうとすること

｜Ｌ生き言z二Ｍ
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－１１８－



錦井利臣・石川由里子・大塚桂子・宮村まり・植田美樹・鈴木麻子・藤田公子・瀬口明美

ではないかと思う．乗り越えなければならない事

柄もあるが，幼児が興味のあることを実現しよう

と自発的に取り組んでいるなかにそのことがその

子の発達にとって意味があるものとなる．自発的

に取り組む活動そのものを本園では「自己課題」

ととらえている．

尚，今回は「自己課題」に関する実践，検証に

かかわることについては紙面の都合上掲載してい

ない．

３研究の方法

(1)実践記録をカンファレンスする

幼児一人一人の遊びが「学び」へとつながって

いくような環境の構成，援助，そして子ども達の

変容，学びの姿を記録する．

(2)公開保育研究会で研究テーマを提示し，協霞

する

・幼児教育研究会（11月）

。公開保育研究会（１月）

(3)保育研究会を実施する

・年齢別保育研究会（お互いの保育を視点に

沿って観察した結果を通して保育のあり方を

追求する）

・ＶＴＲ研修（視点に沿って撮影したＶＴＲを

視聴しながら保育者の援助及び幼児の遊びの

内容や言動を通して保育の課題を追求する）

(4)講師招聡による研修を重ねる

－研究協力者制度の実施…園より依頼した研究

協力者（熊本大学教育学部教授，助教授，講

師の方々，県内外の保育研究者，小学校教

諭）を園内研究会に講師として招聴する．

・年に６回の土曜保育実践セミナーの開催（県

内外から講師を招き保育関係者と保育につい

て協議し合う）

(5)小学校との連携を進める

・小学校の授業を参観し，教師間で情報を交換

しながらなめらかな接続について考え合う．

（17年度から継続観察している子どもを対象

にしてヅ入学後も授業の様子を観察する）

。「学び」という点から，小学校低学年の「学

び」と本園が追求してきた「学び」の実際を

照らし合わせた「学び」のつながりを確かめ

る．

(6)教育課程を見直し検証する

・１８年３月に「学びを育む」という視点から教

育課程を見直した改訂試案を18年度に実施し

検証する．

４研究の実際

(1)教育課程の見直しと再編成するにあたって留

意した点～見直しの視点～

幼稚園でも社会環境や幼児を取り巻く人々の価

値観などに変化が生じていることを日々感じるの

である．「基本的な生活習慣の定着は？」「友達と

のかかわりの基本がゆらいでいる？」「自分の言

葉で語れている？人の話を聞ける？」などこれま

で以上に細やかな指導と継続的なかかわりが求め

られる．教育課程については修正・加筆してきた

が17年度はこの３点に「学びを育む」視点を加え，

４視点を基に，見直しをすることとした．

(2)「幼児の学び」について

～個の学びと集団のなかでの学び～

幼児の学びを育む上で大切にしてきたことの一

つに幼児一人一人の学び「個の学び」と「集団の

なかでの学び」のつながりがある．幼児は園生活

のなかで安定した気持ちで過ごし，興味をもって

環境にかかわりながら遊びを進めていく．幼児が

「やってみたいな.」と思ったことを試行錯誤を

繰り返しながら納得のいくまで取り組んでいく過

程や姿を保育者は一人一人の育ちを考えながら学

びを支えていきたいと考える．

このように個の学びを豊かにしながら，友達と

かかわる楽しさを味わえるようになると集団のな

かで様々な経験を重ね，かかわりをもとうとする

ようになる．

例えば，５歳児において，みんなと一緒に活動

することは集団のなかでの楽しさを経験し，様々

なことを教え合い，学び合う機会となり時として

一体感を味わえることがある．（集団のなかでの

学び）しかし，全ての子ども達がその楽しさを味

わっているとは限らない．自分にとって不都合な

仲間関係であったり，自分なりの思いや考えに見

通しがもてないまま，集団のなかにいたりする子

どももいる．また，仲間との関係のなかで自分の

欲求を抑えて我慢しなければならないこともあり，

｢くやしい。悲しい」といった負の経験も生じてく

る．私達はそのような状況のなかで子ども達に無

理に活動をさせるというのではなく，子ども達の

思いを受けとめたり，ほぐしたりしながら子ども

同士で解決の方向を考えていけるような援助が必
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遊びのなかの学びを再考する

要だと考える.仲間との葛藤をそれそ。れの個へ返

し，その佃の育ちを集団のなかでの学びへと

フィードパックしながら「個の学び」と「集団の

なかでの学び」をつないでいくかかわりをするこ

とが大切だと考えている.このような関係づくり

の工夫こそが保育者の力量を問われる部分ではな

いかと思う.

(3) I協同的な学び」の基礎~協同性の育ち~

保育カンファレンスを通して分かつてきたこと

は幼児の学びは「友達とのかかわり」におうこと

が多いということであった.

幼児同士が人間関係を深めていく基盤として

「物」とのかかわりがある.物とかかわることで

他者とかかわり，自己を育んでいく.そして，物

とかかわるなかで他者と考えや思いを共有できる

ようになっていく.これが協調的な心情や意欲，

態度(協同性)のはじまりととらえている.協同

性の育ちは次のような発達をたどると考える.

明 臨 樹司監柑E
h 同じような事をする
.気持ちゃ感情の

共有

3歳児は物や環境にいろいろとかかわりながら

他児のする行為にも関心をもって自分でも同じこ

とをやってみたいと思う(感情の共有)が始まる

ようになる.

4歳児r なるとしだいに相手の視点に立って考

えられるようになる.同じ場を共有し一緒にいな

がらも自分自身の世界も大切にする.他者を意識

し始めるので感情と行動をコントロールすること

に葛藤が始まる.

5歳児になると他児の活動のペースや感情に同

調しながらかかわりをつくっていくことができる

ようになる. 5歳児後半(接続期)になると，こ

れまで一緒に活動するなかで深まった人間関係を

基盤に，互いに学び合い同じ目的に向けて協力し

ていく乙とが可能になってくる.

乙のようにして協同性を培うことを通して「生

きる力」の基礎をつくり， I協同的な学び」を深

めていくものと考える.子ども達がこれまで育く

んできた信頼感や自律性，自発性を発揮し，他者

とかかわり合ったり，自己抑制したりして活動す

ることや学ぶことの喜びをより質の高いものへと

発展させるのではなしユかと考える.

(4) 保育実践カンファレンス

私達は研究を進める時， I子どもの実態から」

という基本的な考えを貫いてきた. I教育課程の

再編成」にあたっても，子どもの学びの姿をとら

え，学びを再考することで，より確かな育ちの道

筋をつかむことができるであろうと考えてきた.

これまでも，保育のなかでとらえた子どもの姿

を記録したり，保育終了後に，日常的に保育者間

で情報交換したりしてきた.

17 年度からは，保育研究の一環として， I保育

実践カンファレンス」をとり入れた.一人の保育

者がとらえた子どもの姿とその読み取りを，他の

保育者と話し合うことで，幼児理解を深めたり，

環境の構成の在り方や保育者の援助について省察

したりして，保育のあり様を深めた.

〈実践記録の例〉
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18 年度は，新たに「自己課題を追求する」とい

う視点から， I自己課題をもってとりくんでいる

のではないかけととらえられた遊びの場面や生

活の場面の子どもの姿と保育者の援助したことを

記録した.また， 17 年度から学びの姿を追い実践

記録し観察対象児を中心に記録をとって報告し，

発達の姿を追うことができるようにした.

17 年度にカンフアレンスした実践のなかから，

1 学期に 2~3 実践を選び出し，再カンファレン

スすることになった.それは，カンファレンスを

進めていくなかで，子ども遣の遊びの様子のとら

え}j や，学びの要素の表現の仕方が変化してきた

ことが原因である.再カンフアレンスすることで，

新たな「自己課題」という視点で子どもの学びを

とらえ直した.それは，教育課程改訂試案と具体

的に照らし合わせ，発達の姿を検証していくとい

う目的もあった.

その再カンフアレンスしたものを，再度見直し，

まとめ直してできたものが， I学びの要素表」で

ある.
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保育実践カンブァレン見学びの要素表 年長組

*輯函の都合上一部を抜砕している .

V みんなでより楽しい園生活を営む

期

3_ 友達と協力したり協調したりして遊ぶ

月 9月 1 0 月

明銅山師噛出ll..""('i) '<Q ~ • T からの嗣岬で等師会員加

当骨 ー目的と環境はT が置定した。 話し合いをもち、「控り置をつくるJ とい

-遊びに番参加するタイミ ングは、 C が決 う共通の目的をもった.

めて参加する i: T が酷い.渡り絞をつ くる活動が拍まる.

ーT がcに個別にかかわって括曲してい ・参加状況は、各自で選択でlきるような状

るilliiii. 況をもった.

T とC 一人の活動にF が関心をもち酷 T とc一人の活助にF が 出心をもち活

笛 閣を共宿する. 勘に参加する.

O 目的をもっ -T の酷いから O 新しい活動に間心をもっ。

子 O F の目的と関連する宮動をする，0 目的をもっ

ど ることを話す その目的進成に必要な活動をする

F の活動の手助けになるものを F に (括闘の見通しと意欲}

も もってくる O その場町雰囲気に合わせて同調する.

-F の目的達成に必要な方法を伝える O 自分の意思を伝世する.

の 必要な道具を渡す O 予制する.

T の助言を予想して体で表す

聾 予想して臣聞をもっ

OFilIL-CI.t '~:'}-I;:M'L\~ 'h?_ : OF 団 山時一

人 OF のために状況に沿うよう樹子動をする. ' -'"甚なことを頼む

手助けになるものを渡す 黙って頼みに応じる

r.l 方法を教える ・交代しながら閉じ活動をτる

OF から受け入れられないことを知る - F に肯定的な雷撲を発する

間 0 畳け入れがたいF の言動に抵抗する，O T の酷いを圭け入れる.

0 惚められると喜子びの表現をする iQT とC が楽しさを次有したことを感じる

O 言葉で知捕を縫供する.

生 ーF や TI こ知っていることを括す 自分の気付き

活 0 用途にふさわしい道具を使う. 舗に応じた言葉遣いで守

習 O T の意図することを監理して雷繋に設すa

慣 O T が日常のなかで追う言諜を遣う.

O 技術を習得してU、く.

その他 位置閤係を把握している. (1酔 ) 聞いたことをリズミカルな音時現する.':

保 開制.):~て跡明白か 。 i 掴叫に鳴しさを崎山で

育気 てきたようだ. 友遣との曾定的な関係が生まれているの

者付 - F を受け入れることが少ない(自分本 ではないか.

のき (iI) C もいる. ー活動の充実

-肯定的な言葉が少ない C もいる. ・人間関係の柔軟さ

T 保育者 C ・・ 幼児 F - -・友達

(5) 学びのサイクル

子ども達の遊びはその子ども一人一人の違いが

あり様々であるが，その遊びの姿を分かりやすく

するために基本的な形に表した.

〈学びのサイクノレ〉

① 同じ遊びを繰り返しながら気付きを確かめ

ていく姿.

② 好奇心をもって試行錯誤を重ねていく姿

③ 試行錯誤を繰り返し遊びを深めていく姿

占をカ考思な
h

一
町
一
明au 

げ
働

広争定時興

↑

f
i
s
t 

包盃盃コ

④蓄積されている経験を生かし，遊びを豊か

にしていく姿

⑤ 友達や保育者に気付きや発見を伝えながら

学び合う姿益

友達から周辺の友達へ，そしてクラスの友

達伐と伝え合う姿

5 保育実践

本年度は教育課程を改訂する上で「学びを育

むJ という視点を鑑み改訂した.特に 5歳児では

接続期( 3学期・入学前の時期)には小学校教育

との学びのつながりを考えた教育課程を編成した.

しかし，本園の教育課程は小学校の教科とつなげ

ているのではなしできるだけ段差の少ない接続

するためにどのような保育を展開していくのか，

円
ノ
U



遊びのなかの学びを再考する

子ども達にはどのような力をつけていくのかこれ

までの実践からわかったことをもとに発達に沿っ

た教育課程を編成している。

(1)公立小学校教諭による保育実践

「動く車で遊ぼう！」

’①取り組みまでの流れ

１月の下旬県南の公立小学校より「地元の保

育園との連携を見据えて本園で幼児の実態や保

育のあり方などを学びたい｡」という依頼が

あった。本園でも接続期にあたり，本園の子ど

も達が小学校の先生の保育をどのようにして取

り組んでいくのかその姿を追うことにした。

小学校教諭は『新聞紙を使った遊び』を計画し

た。その内容が小学校の教育と本園の保育の間

でかみ合わないところがあり何度か話し合い，

実際保育に参加し保育内容を考えていった。そ

の保育のなかで自分達でつくった車を使って遊

ぶことを計画し，子ども達と一緒に遊びのなか

で空き箱を使って動く車をつくった。

②期の経験してほしい内容・日時

２．３年保育混合５歳児教育課程Ｖ－４

経験してほしい内容。

「１年生になるという喜びや期待をもち，い

ろいろなことに積極的に取り組む」

平成18年２月22日（水）場所：リズム室

時間：９：３０～１０：３０

保育者：Ｉ教諭（公立小学校教諭）

観察者：石川由里子。鈴木麻子

（幼児名は全て仮名とする）．

③場面

・リズム室に大型，中型積み木，小積み木を

置く。

大型積み木の上には子ども達がつくった車

を並べておく。

。｡新聞紙，テープ，布ガムテープ，カラーペ

ンを用意する。

。保育者側からのグルーピングではなく，気

の合う友達と一緒に活動する。

④子ども達の姿

．＊動く車は空き箱やカップをつかって，遊び

1スト酷

零３

診鍾

ﾗｰブで固定 面Y堅念、の｡'､棒

－１２２－

のなかでつくっていった。子ども達と一緒

に車輪が回転する仕組みを考えた。④

＊子ども達はＩ教諭との保育に抵抗なく，集

まる時もすぐに気持ちを切り替えて話を聞

いていた。⑧

篤史は新聞紙を丸めて切り目を入れ引き出

そうとしていたがうまくいかずＩ教諭を呼び

分からないところを尋ねていた。

ｉｉ－
ｉ塾

蕊_一

拳；

*理子が手で支えている長細い積み木の上には

車が乗っている。それを倒すと傾斜面を伝っ

て車が転がり，傾斜の下にあるトンネルのな

かに車が入っていく仕組みになっている。理

子はその仕組みを考え，何度も試行錯誤して

取り組んでいた。◎

*夏子と志保は初め，仲良く積み木や新聞紙を

使って遊んでいた。途中から動く車の駐車場

をめぐりお互いの考えがぶつかり合ってし

まった。途中，Ｉ教諭がお互いの話を聞いて
いたがここで二人はＩ教諭に解決を求めてい

かなかった。「仲良くつくっていたのにけん

かばかりに…」と夏子は志保に思いを出しな
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｡◎の場面で理子は「動く」ということを考え

傾斜を用いて遊んだ．うまく転がるために何

度も試していた．時間をかけて，仕組みを考

えたり，試したりしながら自分の納得のいく

遊びを展開していた．

。この時期，子ども達は小学校に入学するとい

うことへ気持ちを高め，期待をもって園生活

を送っている．本活動は卒園を目前にして取

り組んだ．小学校教諭による保育ということ

で子ども達も興味をもって取り組んだ．

活動のなかでは「動く車」というつくった物

を使って遊びを展開しながら様々な工夫をし

たり，困ったことに対して自分達で解決の方

向を見つけたりと子ども達自身の力で取り組

む姿に成長が見られた．

このようなことから教育課程Ｖ－４

経験してほしい内容。「１年生になると

いう喜びや期待をもち，いろいろなことに積

極的に取り組む」ということに子ども達の姿

は適していると考える．子ども達はこれまで

の経験を生かして，遊びのなかで自ら学ぼう

とする力を培っている．

がら，自分達でどうにか解決の糸口を探して

いこうとした．⑪２０分ほどお互いに思いを

出し合い夏子がはさみをもって，新聞紙を切

り始めたある瞬間からお互いの気持ちがほぐ

れていった．再び二人は一緒に遊び始めた．

＊この遊びについて遊びの内容を聞いたり，工

夫したところや困ったことを出し合って話し

合った．

Ｉ教諭のすぐ前にいた雪子は教諭の膝の上に

両手を置いていた．この活動を通して，雪子

はＩ教諭に親しみの気持ちを表していた．

真央が，手を挙げた．

真央：「わたしね，光一君の飛行場とつなげ

てみたかった.」

光一：「ぼく，まだつくりたいものがあるも

ん．それができたらいいけど．道路だ

けならつなげていいよ.」⑰

子ども達はこの日につくったものを整理して

置くことにし，翌日もこの遊びの続きをする

ことを提案した．翌日，子ども達は自分がつ

くった町や道路，家などを近くの友達とつな

げて遊びの空間を広げていった．⑥

⑤考察

。この活動のねらいの一つは，担任以外の小学

校教諭による保育のなかに，『子ども達が自

ら考え，自分達で活動を進めていく』ことで

あった．教諭の話を聞いたり⑧分からない

ことがあると自分で尋ねたり，教諭に親しみ

の気持ちを行動で表したりするなど，この時

期になると担任以外の保育者にも柔軟な気持

ちでかかわりをもてることが分かった．また，

◎の場面で，夏子と志保の間に制作の過程で

トラブルが起きた．お互いの気持ちを出し合

いながら，歩み寄ろうとする．「せっかく仲

良くつくっていたのにけんかばかりになった

….」とどうしようもない気持ちを夏子は志

保に伝えた．志保も泣いているが，夏子から

離れず，かかわりをもとうとした．二人は自

分達で気持ちを寄せながら解決の方向を見つ

けていった．◎

・子ども達はこれまで空き箱を使って様々な物

をつくるという経験を重ねてきている.‘今回

は「動く車をつくろう」ということで，様々

な考えを出していったらラップの芯を使った

り，フィルムケースを使ったりと回転する材

料を使ってつくった．その仕組みやつくり方

をこれまでの経験のなかから引き出しながら

つくろうとする姿が見られた．④

(2)’附属小学校授業観察

①観察の目的と方法

Ⅲ幼稚園での学びが小学校の生活のなかにどう

つながっていくのか，実際に子どもの姿を通し

てとらえるために，６月，附属小学校１年生の

授業における子どもの姿を観察した．

本園卒園生〔対象児：海男（年長児からの継

続観察児）児童名は仮名である〕を中心に観察

し，幼稚園の時の様子と比較しながら，学びの

つながりや接続期の保育について話し合うこと

にした．

②単元・内容

【単元】１年生活科：｢学校たんけんをしよ

う！」

～「ミニ附属小学校をつくろう」～

【内容】

クラスで附属小学校の模型をつくるという大

きな目的に向かって，学校探検をするという活

動であった．前時からの続きで，「ない部屋さ

がし｣，「部屋の数調ぺ｣，「広さ調べ｣，「場所の

確かめ」という４つから自分のめあてを決め，

各自校内を探検しながら活動を進め，最後に分

かったことを発表し合うという内容の授業だっ

た．

観察者：宮村まり（表記はＭとする）

－１２３－



遊びのなかの学びを再考する

(児童名は全て仮名とする）

＊本園の卒園児海男の，授業での姿を観察した。

③海男の姿

海男は，担任の先生から提示された４つのめ

あてから「へやの広さ調べ」を選択し，一人で

活動を始めた。

その課題を調べようとするなかで，海男には，

それにかかわる新たな疑問が生まれ，「う－ん，

わかんない｡」「なんか違うんだよな｡」と言い

ながら活動が進まなくなる場面があった。（左

の図，「２自分の課題について調べる」の戸

惑い・疑問の場面）これまでの学習過程におい

て同じ大きさの篭を組み合わせた３階建ての校

舎モデルがつくられていたが，この篭の組み合

わせ方や部屋割りについて疑問をもち，それを

解決するための方法を見いだせずにいた。

ｉ海男｡5学び‐｜

僚醤謎＝>|噸||<爾霊職＞
･先生の話を聞いて・友達のめあてを見る。．｢へやの広さ調．｢職員室付近を
いる。.．｢へやの広さ調べ｣とぺ｣に決め-名札詞ぺてみよう｣と影
･友達の話を聞いて『ない部屋さがし｣どちを貼る。模型を見に行く。
いる。らにするか考える。

２自分の課題について調べる

〈垂>[責謬こぐ…〉r‘w鰯
.『う－ん､わかんない」”模型のあたりをうろうろする．『わかったぞＩ」

･『図書館と情報館はつながっているんだよ｡｣・｢印刷室がとなりにある
｡模型の場所から離れて､実際の場所に行ってみるんだ.｡｣

･歩数で広さを測ってみる。

周りには，別の課題を調べようとする２人の

友達がいたが，どちらからもかかわりをもつこ

とはなかった。一人で「わかんないなあ…｡」

とつぶやきながら次の活動に進まない海男に，

参観していたＭが声をかけた。それから，Ｍが

海男と一緒に，実際にその場所に行って部屋の

様子を見たり，歩幅で部屋の長さを測って確か

めたりする方法を助言し，活動を進める援助を

行った。すると，海男は活動を進め始め，「わ

かったぞ！印刷室があるんだ｡」「やっぱり，情

報室と図書室はつながってるんだよね｡」など

－１２４－

の発見したことを口に出しメモしていた。しか

し，授業のまとめの段階で自分がこだわった疑

問点や，調べて得た気付きを発言したり，担任

の先生や他の友達に伝えたりするには至らな

かった。

蕊鰹器fi謡た中から’ 海男がこだわった課題’

｢へゃのひろ韮しらべよう」川＝＞露騨鴬誌謹零
ではない汀という疑問，

一 －－

念

④考察

小学校の授業のなかで，自分の目的をもって

学習に取り組もうとしている海男の姿がうかが

えた。しかし，今回の観察では，海男が自己課

題の解決に向けて動き出すためには，海男の戸

惑いは大きく，Ｍの手助けも必要だったように

思われた。、

そこで，後日，園内研究会において，海男が

自分で自己課題の解決に向かっていくためにど

のような力が必要であったのかという視点から

考察した。また，附属小学校の教頭先生に，園

内研究会に参加していただき，話を聞く機会も

得た。

海男は，「わからないな…｡」という言葉は口

に出していたが，何が分からないのか明確にし

たり，自ら解決の方法を考え，活動を進めたり

するには至らなかった。後日，教頭先生から,．

｢『自分が困ったときの解決方法をどれだけ知っ

ているか，考えることができるか｡』というこ

とは，とても大切なことである｡」という助言

をいただいた。自分の疑問をもち，その解決に

向けて「友達に相談する｡」「誰に聞けばいいの

か判断して質問する｡」「何を使って調べればい

いのか考える｡」などという【試行錯誤の経験】

のなかで，主体的に解決していく成功体験を重

ねて経験することが，自分で解決への道を切り

開くために大切であるということであった。

６月に行った今回の１時間の観察のなかで，

海男は，友達とかかわりをもって課題を共有し，

ともに解決するような状況を自らつくることが

できなかった。小学校に入学して間もない時期

の新しい友達や環境，また，幼稚園教諭の参観
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などという特別な場面のなかでは，十分に自分

を発揮できない状況も起こりうるという一場面

であった．幼稚園でのくらしのなかで，少しず

つ信頼関係を築いてきた友達とともに，自分の

思いや考えを伝え合ったり，一緒に考えたりし

て様々な解決の経験を重ねてきたが，さらに

【友達とコミュニケーションをとりながら活動

を進める】という力の定着が必要であったと保

育のあり様を省察する．

今回改訂された教育課程には，５歳児Ｖ期に

「グループやクラスの友達と共通の目的に向

かって計画を立てたり，考え合ったりして大勢

で取り組む.」という経験してほしい内容があ

る．このような活動において，自ら友達とコ

ミュニケーションをとって活動を進めるという

経験を重ねることにも重きを置いていかねばな

らないと考える．

就学前の保育のなかで，子ども同士がつなが

るような保育者の援助や，「グループやクラス

の友達」という，自分を安心して出せる心の通

じ合った仲間や集団，または，同じ目的をもっ

たグループのような少人数で，自己主張したり，

友達の考えを受け入れたりしながら試行錯誤し

て主体的に活動を進める経験ということを大切

にしていきたいと考える．

６まとめ

「遊びのなかの学びを再考する」をテーマに掲

げ，子どもの姿を追いながら研究を進めてきた．

本園の教育は幼児期の発達の特性に照らし，幼児

の自発的な活動としての「遊び」を様々な角度か

ら分析をすることを通して子ども達の「学び」の

ありようを明らかにすることができた．

・造形的な遊びの姿を観察し，カンファレンス

を重ねることで学びの要素を引き出し，遊び

のなかには学びがあることを検証することが

できた．

・検証を進めていく上で次の３点が遊びのなか

で大切な基盤となっていたことが分かった．

○基本的な生活習慣の定着を図る（自立心

→有能感を味わう）

○豊かな表現力を培う（聞く・話すことを

中心に）

○人とのかかわりを豊かにする（協同性の

育ち）

・１７年度は上記の３点に加え「学びを育む」と

いう視点を合わせて本園の教育課程を見直し，

本年度の改訂に至ることができた．

・本年度は更に一人一人の遊びのなかにその子

の自己目的（自己課題）があるとの考えに立‘

ち，自己課題の所在を追求した．また，子ど

も達がよりよい学びの方向へ向かうために環

境の構成，保育者の援助のあり方を研究する

ことができた．

・幼児教育から小学校教育への学びのつながり

を考えていくことは必要なことである．本研

究でも保育実践を重ねていく上で接続期に育

てたい子どもの学びの姿をとらえることがで

きた．

私達は子ども達一人一人に着目し，個の学びか

ら友達との学び，グループのなかでの学び，ひい

てはクラスのなかでの学びへつなげていくことが

大切であると考える．これからの研究の方向とし

て「学びがつながる」「学ぴが広がる」という幼

児が主体的に自らの学びを他者とのつながりのな

かで深めたり，ふくらませたりするような保育の

展開のあり方を追求できればと考えている．
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